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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期

第２四半期累計期間
第７期

第２四半期累計期間
第６期

会計期間
自2018年１月１日
至2018年６月30日

自2019年１月１日
至2019年６月30日

自2018年１月１日
至2018年12月31日

売上高 （千円） 3,370,575 3,824,576 6,894,392

経常利益 （千円） 131,673 184,307 239,468

四半期（当期）純利益 （千円） 89,632 126,453 167,251

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 226,150 295,150 295,150

発行済株式総数 （株） 870,000 920,000 920,000

純資産額 （千円） 623,974 924,646 839,593

総資産額 （千円） 1,788,704 2,223,883 2,122,723

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 103.49 137.45 189.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 129.54 178.27

１株当たり配当額 （円） － 15.00 30.00

自己資本比率 （％） 34.9 41.6 39.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 98,323 178,722 188,375

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △2,318 △5,840 △6,353

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 51,993 △27,957 189,481

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 566,848 935,278 790,353

 

回次
第６期

第２四半期会計期間
第７期

第２四半期会計期間

会計期間
自2018年４月１日
至2018年６月30日

自2019年４月１日
至2019年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 36.96 47.56

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

４．第６期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、当社株式は2018年９月21日付で東京証券取

引所マザーズ市場に上場したため、新規上場日から期末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定し

ております。

５．当社は、2018年６月４日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行いましたが、第６期の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額を算定しています。

６．第６期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年（平成30年）２月16日）等を

第１四半期会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前事業年度末の数値で比較を行なっ

ております。

 

(1）経営成績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の回復や雇用情勢の改善等を背景に、景気は緩やかなが

らも回復基調を続けてまいりました。しかしながら、中国経済の減速懸念、米国の通商政策や金融資本市場の動

向、地政学リスクの高まりなどから先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況下において、当社が属するインターネット広告市場につきましては、2018年には対前年比16.5％

増の１兆7,589億円と前年に引続き伸長しております。特に当社の主力サービスである運用型広告市場は前年比

22.5％増の1兆1,518億円と大きく伸長しております。（広告費データは、株式会社電通「2018年　日本の広告費」

より引用）。

　このような環境のもと、当社のインターネット広告事業では、人材教育に引き続き注力することで販売体制の強

化を図り、既存のクライアント企業からの受注拡大、及び新規クライアント企業の獲得に注力して参りました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高3,824,576千円（前年同期比13.5％増）、営業利益

185,190千円（前年同期比37.3％増）、経常利益184,307千円（前年同期比40.0％増）、四半期純利益126,453千円

（前年同期比41.1％増）となりました。

　なお、当社は、インターネット広告事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの経営成績の記載を省略

しております。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産の残高は、2,223,883千円となり、前事業年度末に比べ101,159千円増加い

たしました。これは主に現金及び預金が144,924千円が増加した一方で、受取手形及び売掛金が59,847千円減少し

たことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債の残高は、1,299,236千円となり、前事業年度末に比べ16,106千円増加い

たしました。これは主に買掛金が38,771千円、未払金が26,534千円、前受金が16,999千円増加した一方で、未払

消費税等が72,151千円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、924,646千円となり、前事業年度末に比べ85,053千円増加い

たしました。これは配当金の支払等により41,400千円減少した一方で、四半期純利益の計上により126,453千円増

加したことによるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

144,924千円増加し、935,278千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は178,722千円となりました。これは主に、税引前

四半期純利益が184,307千円となり、また売上債権の減少額59,847千円、仕入債務の増加額が38,771千円となった

一方で、未払消費税等の減少額72,151千円及び法人税等の支払額55,864千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は5,840千円となりました。これは主に、保険積立

金の積立による支出3,842千円及び有形固定資産の取得による支出1,800千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は27,957千円となりました。これは主に、配当金の

支払いによる支出27,440千円があったことによるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等
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　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　当第２四半期累計期間において、該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社イーエムネットジャパン(E34294)

四半期報告書

 6/23



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,400,000

計 3,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 920,000 920,000
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であり、単元株式数

は100株です。

計 920,000 920,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2019年４月１日～

2019年６月30日
－ 920,000 － 295,150 － 95,250
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（５）【大株主の状況】

  2019年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

EMNET　INC.（常任代理人　みずほ

証券株式会社）

14F,(DAERYUNG POST TOWER 3CHA, GURO-

DONG), 27,DIGITAL-RO 34-GIL, GURO-GU

,SEOUL, REPUBLIC OF KOREA(東京都千代

田区大手町１丁目５－１）   

590,100 64.14

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 77,400 8.41

株式会社Y’s　corporation 東京都千代田区平河町１丁目６－15 60,000 6.52

資産管理サービス信託銀行株式会社

（年金信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 14,100 1.53

江本　晋 東京都墨田区 8,400 0.91

イーエムネットジャパン従業員持株

会
東京都新宿区西新宿６丁目10－１ 8,200 0.89

BNY　GCM　CLIENT　ACCOUNT　

JPRD　AC ISG（FE-AC)(常任代理

人　株式会社三菱ＵＦＪ銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A2BB UNITED KINGDOM（東京

都千代田区丸の内２丁目７－１）

7,600 0.83

三菱UFJモルガン・スタンレー証券

株式会社

東京都千代田区丸の内２丁目５－２

 
6,700 0.73

山中　行人 京都府京都市左京区 6,600 0.72

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１丁目14番１号 5,500 0.60

計 － 784,600 85.28

 

（注）　2019年６月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、アセットマネジメント

One株式会社が2019年５月31日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四

半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等の保有割合

（％）

アセットマネジメント

One株式会社
東京都千代田区丸の内1丁目8番2号 61,100 6.64
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2019年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

919,400
9,194

完全議決権株式であり、権利内容

に何ら限定のない当社における標

準となる株式であり、単元株式数

は100株です。

単元未満株式 600 － －

発行済株式総数 920,000 － －

総株主の議決権 － 9,194 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社イーエムネットジャパン(E34294)

四半期報告書

 9/23



２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年（平成19年）内

閣府令第63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2019年４月１日から2019年６

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2019年１月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2018年12月31日)
当第２四半期会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 790,353 935,278

受取手形及び売掛金 1,079,109 1,019,261

その他 19,355 30,254

貸倒引当金 △8,327 △7,120

流動資産合計 1,880,490 1,977,673

固定資産   

有形固定資産 9,339 9,317

無形固定資産 82 39

投資その他の資産 232,810 236,851

固定資産合計 242,232 246,209

資産合計 2,122,723 2,223,883

負債の部   

流動負債   

買掛金 837,934 876,706

未払法人税等 61,434 63,907

未払消費税等 87,846 15,694

賞与引当金 － 9,031

その他 237,647 269,429

流動負債合計 1,224,862 1,234,769

固定負債   

退職給付引当金 25,575 30,879

役員退職慰労引当金 15,563 16,918

資産除去債務 15,710 15,777

その他 1,418 890

固定負債合計 58,267 64,466

負債合計 1,283,130 1,299,236

純資産の部   

株主資本   

資本金 295,150 295,150

資本剰余金 95,250 95,250

利益剰余金 449,193 534,246

株主資本合計 839,593 924,646

純資産合計 839,593 924,646

負債純資産合計 2,122,723 2,223,883
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年６月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 3,370,575 3,824,576

売上原価 2,848,339 3,215,468

売上総利益 522,236 609,108

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 180,736 188,403

賞与引当金繰入額 8,579 9,031

退職給付費用 2,460 5,425

役員退職慰労引当金繰入額 1,362 1,355

減価償却費 1,690 1,864

その他 192,514 217,838

販売費及び一般管理費合計 387,345 423,918

営業利益 134,891 185,190

営業外収益   

受取利息 2 3

貸倒引当金戻入額 459 －

雑収入 28 131

営業外収益合計 489 135

営業外費用   

支払利息 98 88

為替差損 490 492

保険解約損 － 434

株式公開費用 3,109 －

雑損失 10 3

営業外費用合計 3,708 1,018

経常利益 131,673 184,307

税引前四半期純利益 131,673 184,307

法人税、住民税及び事業税 42,040 57,854

四半期純利益 89,632 126,453
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年６月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 131,673 184,307

減価償却費 1,690 1,864

貸倒引当金の増減額（△は減少） △459 176

受取利息及び受取配当金 △2 △3

支払利息 98 88

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,579 9,031

退職給付引当金の増減額（△は減少） 664 5,304

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,362 1,355

売上債権の増減額（△は増加） 61,241 59,847

仕入債務の増減額（△は減少） △40,748 38,771

未払消費税等の増減額（△は減少） △20,108 △72,151

その他の資産の増減額（△は増加） △1,515 △12,282

その他の負債の増減額（△は減少） △24,116 18,295

小計 118,360 234,605

利息及び配当金の受取額 2 3

利息の支払額 △32 △22

法人税等の支払額 △20,006 △55,864

営業活動によるキャッシュ・フロー 98,323 178,722

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △1,800

差入保証金の差入による支出 － △198

保険積立金の積立による支出 △2,318 △3,842

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,318 △5,840

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △506 △517

配当金の支払額 － △27,440

株式の発行による収入 52,500 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 51,993 △27,957

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 147,998 144,924

現金及び現金同等物の期首残高 418,850 790,353

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 566,848 ※ 935,278
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年（平成30）年２月16日）等を第１

四半期会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2018年１月１日
至 2018年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2019年１月１日
至 2019年６月30日）

現金及び預金勘定 566,848千円 935,278千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 566,848 935,278

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2018年１月１日　至　2018年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2018年１月11日付で、㈱Y's Corporation等から第三者割当増資の払込みを受けました。この結

果、当第２四半期累計期間において資本金が26,250千円、資本準備金が26,250千円増加し、当第２四半期会

計期間末において資本金が226,150千円、資本準備金が26,250千円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年６月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月27日

定時株主総会
普通株式 27,600 30 2018年12月31日 2019年３月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月19日

取締役会
普通株式 13,800 15 2019年６月30日 2019年９月17日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2018年１月１日　至　2018年６月30日）

　当社は、インターネット広告事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年６月30日）

　当社は、インターネット広告事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2018年１月１日
至　2018年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 103円49銭 137円45銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 89,632 126,453

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 89,632 126,453

普通株式の期中平均株式数（株） 866,133 920,000

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円－銭 129円54銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 56,206

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）　１.　当社は、2018年６月４日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額を算定しています。

２.　前第６期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）
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（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

当社は、2019年８月７日開催の取締役会において、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更を行うことを決議

いたしました。

 

（１）株式分割の目的

株式分割により、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、株式の流動性を高めることで、投資家の皆様

が投資しやすい環境を整え、投資家層の拡大を図ることを目的としております。

 

（２）株式分割の概要

①　分割の方法

2019年８月31日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式を、１

株につき２株の割合をもって分割いたします。

 

②　分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数              :920,000株

株式分割により増加する株式数            :920,000株

株式分割後の発行済株式総数              :1,840,000株

株式分割後の発行可能株式総数            :6,800,000株

（注）上記の発行済株式総数は、新株予約権の行使により株式分割の基準日までの間に増加する可能性があ

ります。
 

③　分割の日程

基準日公告日        2019年８月15日

基準日              2019年８月31日

効力発生日          2019年９月１日

④　１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりでありま

す。

 

前第２四半期累計期間

（自　2018年１月１日

至　2018年６月30日）

当第２四半期累計期間

（自　2019年１月１日

至　2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益 51円74銭 68円72銭

潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益
－ 64円77銭

 

（３）その他

①　資本金の額の変更

今回の株式分割に際して、資本金の額の変更はありません。

 

②　新株予約権の行使価額の調整

今回の株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たり行使価額を2019年９月１日以降、以下のとおり

調整いたします。

 発行決議日 調整前行使価額 調整後行使価額

第１回新株予約権 2017年12月13日 750円 375円

 

（４）株式分割に伴う定款の一部変更

①　定款変更の理由

上記の株式分割に伴い、分割の割合を勘案し、会社法第184条第２項の規定に基づき、定款を一部変更する

ものです。

 

 

 

 

 

 

 

 

②　定款変更の内容

（下線は変更部分）
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現行定款 変更後定款

（発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数は、340万株

とする。

（発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数は、680万株

とする。

 

③　定款変更の日程

定款変更取締役会決議日　　　　2019年８月７日

定款変更効力発生日　　　　　　2019年９月１日
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２【その他】

2019年６月19日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………13,800千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年９月17日

（注）1.2019年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

2.「１株当たりの金額」については、基準日が2019年６月30日であるため、2019年９月１日付の株式分割前の金

額を記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書  

 

2019年８月14日

 

株式会社イーエムネットジャパン

取　締　役　会　御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池之上　孝　幸

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　直　幸

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

イーエムネットジャパンの2019年１月１日から2019年12月31日までの第７期事業年度の第２四半期会計期間（2019

年４月１日から2019年６月30日まで）及び第２四半期累計期間（2019年１月１日から2019年６月30日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され

る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イーエムネットジャパンの2019年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　 上

 

 

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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